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2スパイクのインストール
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ー
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インストール
運用形態 / プログラムのダウンロード / インストール手順

2
導入処理（管理者）
スパイクセンター/ パスワード設定 / 解析数制限

3
スパイク 使用方法
画面説明 / ショートカット一覧 / AIポスト解析

4
仕訳作成・CSV出力
仕訳作成 / 一括設定CSV / データ出力

5
医療費の領収書
読み取り方 / NTTデータ・MJS出力 / 入力のポイント

6
サポート
更新のお知らせ / お困りの際は



1. インストール
Installation



4運用携帯

イ
ン
ス
ト
ー
ル

1 一人で利用する場合

スパイクセンターとスパイクを、1台のパソコンにイ
ンストールします。

2 複数人で利用する場合

スパイクセンターをサーバーに設定し、スパイクを
各パソコンにインストールします。

注意
スパイクセンターは1台の端末にのみ設定してください。複数
端末に設定すると最後に設定した端末のみ有効になります。
AIポストを設定したパソコンの電源が切れると、ほかのパソコ
ンから解析フォルダに入れた画像の解析は停止します。24時
間稼働し続けているパソコンに設定することを推奨します。



5プログラムをダウンロード

イ
ン
ス
ト
ー
ル

1 Solutions11のホームページへアクセスしてプログラムをダウンロードします。

https://279omoi.com/service/spaic/dl/

Setup.exe をダウンロードできますので、
保存を行ってください。

※ ダウンロード後は、保存場所を覚えておいてください。次のステップで実行します。

https://279omoi.com/service/spaic/dl/


6プログラムをダウンロード

イ
ン
ス
ト
ー
ル

1 Setup.exe（スパイクインストーラー）を実行します。 2 以下の通り進めます。

3 スタート画面が出てきたら「インストール」をクリックしま
す。 4 確認画面が出てきたら「同意する」をクリックし、完了表示

が出るとスパイクのアイコンが作成されます。



2. 導入処理
管理者のみが行う



8導入処理

ス
パ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
定

1 スタート画面から「スパイク」→「スパイクセンター」を起動

スパイクセンターを置くサーバーまたはパソコンで操作します。

2 ID、パスワードを入力しログインします

ログイン情報
管理者から配布されたIDとパスワードを入力してください。



9導入処理

ス
パ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
定

3 設定タブを選択し、「スパイクセンターフォルダ設定」横の歯車マークをクリック

4 「このコンピューターでAIポストを利用する」にチェック → 参照から場所を選択

アカウント設定が必要な場合
・ネットワーク上のコンピューター、またはNASの場合
・ドメインネットワーク、またはアクセス制限設定されたフォルダの場合
※コンピューターまたはNAS側で設定されているアカウントを設定する場合、
設定時に警告が表示されることがあります。



10導入処理

一
か
月
あ
た
り
の
解
析
数
に
制
限
を
か
け
る

1 履歴タブ → 通知設定の歯車マークをクリック 2 「設定枚・行数に達した場合に通知する」にチェ
ック

通知の動作
• 月間利用数が通知ラインに達すると、AIポストの画像解析が一時中断され、登録アドレスにメールが送信されます。
• 通知ライン枚・行数を増やすと解析は再開されます。
• 迷惑メール対策でドメイン指定を行っている場合、「@279omoi.com」を受信設定してください。



3.スパイク使用方法
Using SPAIC



12スパイク 使用方法

画
面
の
説
明

参照しているフォルダの確認・変更ができます。①フォルダツリー
解析結果の一覧を確認・編集できます。②解析結果の一覧
選択しているデータの元となった画像の確認・拡大縮小・回転ができます。③画像表示欄
設定変更や置換、バージョン情報の確認などができます。④ツールバー
選択範囲の金額合計を表示します⑤金額表示欄

④

①

② ③
⑤



13スパイク使用方法

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
一
覧

キー 動作 キー 動作

[Ctrl]+[L] レイアウト変更

[Ctrl]+[T] フォルダツリーの表示／非表示切替

[F5] 最新の情報へ更新

[F2] 編集モードへ

[Ctrl]+[D] 行削除

[Ctrl]+[I] 行追加

[Ctrl]+[Space] 行選択

[Ctrl]+[C] 選択範囲のコピー

[Ctrl]+[V] 選択範囲への貼り付け

[Ctrl]+[G] 和暦→西暦

[Ctrl]+[Y] 西暦(2桁→4桁)

[Ctrl]+[R] 領収書チェック

[Ctrl]+[F] 検索

[Ctrl]+[H] 置換

[Ctrl]+[E] ファイル名一括変換

[F3] 背景色の変更（行全体:ユーザー設定色）

[F4] 背景色の変更（行全体︓白）

[Ctrl]+[B] 一括設定

[Ctrl]+[S] 一括設定用CSV生成

[Ctrl]+[Q] ファイル削除

[Ctrl]+[W] CSV出力(スパイク標準)

[F6] CSV出力する

[F7] CSV出力しない

[F8] 登録番号あり

[F9] 登録番号なし

[Ctrl]+[U] 消込チェック

[F1] ヘルプ

[Ctrl]+[＋] 画像の拡大

[Ctrl]+[－] 画像の縮小

[Ctrl]+[0] 画像サイズリセット



14スパイク使用方法

ス
パ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
解
析

1 解析したいデータに該当するフォルダ内の「01_依頼」に会社ごとのフォルダを作成
※会社ごとに分けることをおすすめします（例︓「つなぐおもい株式会社」フォルダを作成）

2 しばらく待つと解析が完了し、結果フォルダに振り分けられます
「01_依頼」は空になり、「02_解析結果」に解析データ、「03_Original」に元データが日付ごとに格納されます。



15スパイク 使用方法

ス
パ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
解
析

1 解析結果の確認・編集のためにスパイクを起動します。

2 ツールバー「設定・表示」→「設定」をクリックして設定画面を開きます。

設定項目
● 背景色

F3キーで行の背景色を変更する際の色を選択。

● Enterキーの項目移動
Enter押下時のアクティブセル移動方向を選択。

● CSV出力
コードを入力する場合はチェック、ファイル名
の結合出力も可能。

● CSV出力設定時の自動背景色変更
「CSV出力する／しない」設定時に列全体へ自
動で色付け。



4. 仕訳を作成する
Creating Journal Entries



17スパイク 使用方法

仕
訳
を
作
成
す
る

—

基
本
操
作

1 画面左のフォルダツリーから解析データを選択すると、右側に一覧が表示されます。

編集したいデータのマスにカーソルを合わせ、キーボードで内容を入力します。Enterキーで次の項目へ移動。
※ [Ctrl]+[C] で選択項目のコピー、[Ctrl]+[V] で貼り付け（右クリックでも可）



18スパイク 使用方法

仕
訳
を
作
成
す
る

—

基
本
操
作

■各機能紹介
置換
ツールバー「置換」で指定文字列を別文字列
に置換。全データor選択範囲を選択可能。

和暦→西暦変換
ツールバー「和暦→西暦」で日付を変換。

西暦(2桁)変換
「西暦(2桁→4桁)」で日付を2桁西暦から4桁
西暦へ変換。

領収書チェック
重複する領収書を確認。日付・金額が一致す
る行に色が付きます。

行追加・行削除
右クリックで行を追加し複合仕訳に対応。

登録番号あり・なし
切替可。ありの場合はファイル名に緑色マー
ク表示。



19スパイク 使用方法

フ
ァ
イ
ル
操
作
・
絞
り
込
み

● ファイルの初期化
ツールバー「編集」→「ファイルの初期化」で解析直後の状態に戻ります。
※ 通帳の場合は1ページ分初期化されますのでご注意ください。

● ファイル名一括変換
[Ctrl]+[E] で領収書・請求書のファイル名を【[日付]_[会社名]_[金額].jpg】に
変換。
※ 変更後は元に戻せませんのでご注意ください。

● 絞り込み検索
AND検索: スペースまたはANDで全てを含むものを表示
OR検索: ORでいずれかを含むものを表示
NOT検索: "-"（半角ハイフン）で除外検索
金額検索: <1000, >10000, =5000 で数値条件を指定
空欄検索: ""（ダブルクォート2つ）で空欄を検索
項目指定: 「摘要︓-駄菓子」など項目名:条件 でフィルタ

入力例

279omoi AND クレジット

279omoi OR クレジット

- 279omoi （279omoiを含まない）

<1000   （1000円未満）

279omoi AND -クレジット >1000 OR 摘要：-駄菓子 <1000



20スパイク 使用方法

フ
ァ
イ
ル
操
作
・
絞
り
込
み

● 消込チェック
ツールバー「編集」→「消込チェック」で消込の確認を行えます。
消込先と消込元の解析済み画像データを同一フォルダに入れてご利用ください



21スパイク 使用方法

各
会
計
ソ
フ
ト
の
税
区
分

各会計ソフトのフォーマットに合わせて、税率は以下の通り入力してください。

サクラス財務

10% 50/10

軽減8% 50/軽8

8% 50/8

非課税 50/5

JOIN財務

10% 50/10

軽減8% 50/8.1

8% 50/8

— —

日本ICS

10% 11

軽減8% 305

8% 215

非課税 2 / 不課税: 4

エプソン

A/B/C/D... A:消費税コード, B:消費税率, C:業種, D以降無視

フリーウェイ

A/B/C... A:課税区分, B:税率区分, C以降:控除区分

※ スパイクが解析した結果が空欄の場合、空欄のまま出力すると科目に応じた税率が設定されることがあります。



22スパイク 使用方法

一
括
設
定
用
C
S
V

—

作
成
と
読
み
込
み

一括設定用CSVを作成する

1 ツールバー「一括設定」→「一括設定用CSV生成」を選択
（[Ctrl+M]でも可能）

2 ファイル名を入力し保存ボタンを押すとCSVが作成されます

※ 会社ごとに請求書用・通帳用・領収書用を作ることを推奨
※ 上書き保存で情報の追加が可能

一括設定用CSVを読み込む

1 ツールバー「一括設定」→「一括設定」を選択
（[Ctrl+B]でも可能）

2 参照から作成したCSVを選択し、OKで読み込み完了

ヒント
同じパターンの仕訳を繰り返し入力する会社やファイル種別ごと
に、一括設定CSVを用意すると効率的に処理できます。



23スパイク 使用方法

編
集
し
た
デ
ー
タ
を
出
力
す
る

1 編集が終わったらツールバー「編集」→「CSV出力」
様々な会計ソフトに対応したフォーマットでCSVデータを出力できます。
取り込みたい会計ソフト用のフォーマットを選択し、任意の場所に保存して取り込みます



5. 医療費の領収書の読み取り
Medical Receipt Scanning



25医療費の領収書の読み取り

医
療
費
の
領
収
書
用
入
力
の
仕
方

医療費の領収書を読み取りたい場合、通常の領収書と同様に、医療費フォルダに画像を入れます（マニュアルP.12参照）。

入力項目
会社名欄
AIが解析した病院名を表示

摘要欄
AIが解析した氏名を表示

科目名(借方)欄
診療／医薬品／介護／その他

医療費の区分入力について

医療費の区分が介護に関する内容だった
場合は、「介護保険」ではなく「介護」
と入力してください。
「介護保険」と入力すると、会計ソフト
に取り込んだ際「その他」として表示さ
れるためご注意ください。



26医療費の領収書の読み取り

医
療
費
の
領
収
書
用
入
力
の
仕
方

2 編集が終わったら「CSV出力」をクリック
会計ソフトに対応したフォーマットでCSVデータを出力できます。
医療費の場合は「医療費（○○）○○フォーマット」を選択してください。

（明細）
入力したものを1行1件ずつ出力します。

（集計）
人物／病院ごとに集計されたCSVを出力します。

1 領収書を確認しながら仕訳の編集を行う
17ページ以降を参考にしながら入力を行ってください。



27医療費の領収書の読み取り

N
T
T
デ
ー
タ[

所
得
税
の
達
人]

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

1 ＜医療費 NTTデータ[所得税の達人]＞で出力すると、以下のようなCSVデータが出力されます。

2 NTTデータ[所得税の達人]のマニュアルに従い、出力したCSVを取り込んでください。

病院名等が長い場合
文字数オーバーでエラーが発生し、取り込むことができません。図のように半角ス
ラッシュ ( / ) を入力すると、「所得税の達人」に取り込んだ際に上下段に分かれ
て表示されます。



28医療費の領収書の読み取り

医
療
費
M
J
S
で
出
力
し
た
デ
ー
タ
の
取
り
込
み

1
＜医療費 MJS＞で出力したテキストデー
タを開いておきます。 2

ミロク会計を開き「連動」→「Excelシー
ト作成」をクリック 3

「作成」をクリック

4
出力されたExcelに全データを貼り付け（
[Ctrl]+[A] → [Ctrl]+[C] → 
[Ctrl]+[V]）

5
「連動」→「Excelシート取込」をクリッ
クし、情報取得をクリックしたのち、先ほ
ど保存したExcelを選択します

6
「医療費控除・セルフメディケーション税
制の明細書」の取り込み区分を選択し取込
ボタンをクリック



29医療費の領収書の読み取り

医
療
費
入
力
の
ポ
イ
ン
ト

1. スキャン

医療費の領収書をスキャナー等でスキャンし、JPEG
画像を作成します。

2. スパイクで解析

スパイクセンターの医療費フォルダに画像を入れ、
解析が終わるまで待ちます。

3. 解析内容の確認

会社名順に並び替えてAIが読み取った日付・金額・
患者名が正しいかチェックします。

4. 日付チェック

日付順に並べ替え、日付をチェック。集計対象外の
期間は金額を削除し、「CSV出力しない」に設定し
ます。

5. 金額チェック

金額欄を全選択し合計金額を確認します。
※10万円を超えていない場合はこの時点で集計終了。

6. 区分入力

社名順に並べ替え、科目名（借方）欄に医療の区分
（診療／医薬
品／介護／その他）を入力。
※コピー&ペーストでまとめて入力可能。



お困りの際は
Need Help?

ツールバー内「ヘルプ」→「ヘルプの表示」から

スパイクのマニュアル・更新情報等を確認できます

Help  ▸ ヘルプの表示

© つなぐおもい株式会社


